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(57)【要約】
【課題】上部ケース、前記上部ケースとヒンジ結合する
下部ケース、前記下部ケースに着脱可能に収納される詰
替容器を含む化粧品用コンパクトを提供する。
【解決手段】前記詰替容器は、化粧用内容物が収容され
る容器本体；前記容器本体を開閉する容器カバー；及び
前記容器本体に収容されて前記容器本体の壁面に密着結
合される枠リム部と、前記枠リム部によって支持される
端から内側に延長して前記化粧用内容物を外部から遮蔽
する高弾力メッシュ布とを有するメッシュ布蓋；を含む
ことを特徴とする。これによって、詰替容器に収容する
ことができる化粧用内容物を最大化することができなが
らも高弾力メッシュ布を用いて化粧用内容物を遮蔽させ
る構造によって化粧用内容物が詰替容器から流れ出る現
象を遮断することができ、容器の開放時に化粧用内容物
が外部に直接露出することを遮断することで蒸発量を大
きく減らすことができる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部ケース、前記上部ケースとヒンジ結合する下部ケース、前記下部ケースに着脱可能
に収納される詰替容器を含む化粧品用コンパクトにおいて、
　前記詰替容器は、
　化粧用内容物が収容される容器本体；
　前記容器本体を開閉する容器カバー；及び
　前記容器本体に収容されて前記容器本体の壁面に密着結合される枠リム部と、前記枠リ
ム部によって支持される端から内側に延長して前記化粧用内容物を外部から遮蔽する高弾
力メッシュ布とを有するメッシュ布蓋；を含むことを特徴とする、化粧品用コンパクト。
【請求項２】
　前記メッシュ布蓋の枠リム部は、
　前記高弾力メッシュ布の端を上部で支持する上部リング部と、前記上部リングと対称に
なるように前記高弾力メッシュ布の端を下部で支持する下部リング部及び前記下部リング
の底面から垂直に延長して前記容器本体の内側壁面に密着結合される垂直延長リング部が
前記高弾力メッシュ布とともに一体にインサート射出成形されたことを特徴とする、請求
項１に記載の化粧品用コンパクト。
【請求項３】
　前記容器本体は化粧用内容物が収容される内部空間をなす内壁と前記内壁と所定間隔を
置いて形成される外壁とを有し、
　前記垂直延長リング部は前記内壁と前記外壁との間に挿入されて密着結合されることを
特徴とする、請求項２に記載の化粧品用コンパクト。
【請求項４】
　前記内壁の上端と前記枠リム部の下部リング部との間に介在されて前記化粧用内容物を
外部から遮蔽するスポンジ蓋をさらに含むことを特徴とする、請求項３に記載の化粧品用
コンパクト。
【請求項５】
　前記容器本体は内壁面部を有し、前記内壁面部は前記垂直延長リング部の厚さ分の幅を
有して円周方向に延長するリング凹溝部が形成され、
　前記垂直延長リング部は前記リング凹溝部に密着収容されて内側面が前記容器本体の内
壁面部と一致することを特徴とする、請求項２に記載の化粧品用コンパクト。
【請求項６】
　前記容器本体は壁面と底面との間にラウンディング処理された媒介曲面からなることを
特徴とする、請求項３または請求項５に記載の化粧品用コンパクト。
【請求項７】
　前記垂直延長リング部の内側に挿入されて端が前記枠リム部によって支持されることで
前記化粧用内容物を外部から遮蔽するスポンジ蓋をさらに含むことを特徴とする、請求項
５に記載の化粧品用コンパクト。
【請求項８】
　前記垂直延長リング部は前記下部リングの内側端部から垂直に延長し、
　前記容器本体は内壁面部を有し、前記内壁面部は前記垂直延長リング部の厚さ分の幅を
有して円周方向に延長するリング凹溝部が形成され、
　前記垂直延長リング部は前記リング凹溝部に密着収容されて内側面が前記容器本体の内
壁面部と一致して、
　前記容器本体の内壁面部は前記リング凹溝部と隣り合いさらに大きな半径を有して前記
上部リング部と前記下部リング部を密着収容する第２リング凹溝部が形成されたことを特
徴とする、請求項２に記載の化粧品用コンパクト。
【請求項９】
　前記容器本体は開放された枠に沿ってエラストマーチップ部が軸方向に所定の高さで突
出するように形成され、
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　前記容器カバーは枠に沿って前記エラストマーチップ部を収容するためのチャネル溝部
が陥入形成され、
　前記チャネル溝部の底面に沿っては前記エラストマーチップ部と密着接触するシリコー
ンシーリング部が形成されたことを特徴とする、請求項１に記載の化粧品用コンパクト。
【請求項１０】
　前記高弾力メッシュ布はスパンデックス糸（ｓｐａｎｄｅｘ糸）とポリエステル糸（ｐ
ｏｌｙｅｓｔｅｒ糸）またはナイロン糸（ｎｙｌｏｎ糸）のうちいずれか一つと編織した
布であることを特徴とする、請求項１に記載の化粧品用コンパクト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、詰替容器が着脱可能に収納される化粧品用ケースに関し、より詳細には、前
記詰替容器に収容される化粧用内容物の収容形態を改善した詰替容器を有する化粧品用コ
ンパクトに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の詰替容器を有する化粧品用コンパクト１は、図１及び図２に示されたように、詰
替容器３０にスポンジや発泡ウレタンフォームのような多孔性パッド３４が収納されて内
容物、すなわち液状化粧料が前記パッド３４に含浸される構成である。シーリング部材３
６は製品購入後最初に化粧品を使用する場合に開封されて除去される。
【０００３】
　しかし、このような従来の化粧品用コンパクト１によれば、詰替容器３０の内部空間に
比べてここに収容される液状化粧料は前記パッド３４に含浸され得る量に過ぎないので、
非常に少ない量の液状化粧料のみが収容されざるを得ないという問題があった。
【０００４】
　さらに、より多くの量の液状化粧料を収容するために前記パッド３４を取り出して詰替
容器３０に直接詰める場合、液状化粧料が使用過程で流れ出たり、容器３０の開放時に外
部に直接露出したりすることによって蒸発量が増えるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】韓国特許登録第１０－１４６６８５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明の目的は、詰替容器に収容可能な化粧用内容物を最大化することが
できるように化粧用内容物の収容形態を改善した詰替容器を有する化粧品用コンパクトを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は上部ケース、前記上部ケースとヒンジ結合する下
部ケース、前記下部ケースに着脱可能に収納される詰替容器を含む化粧品用コンパクト（
ｃｏｍｐａｃｔ）において、前記詰替容器は、化粧用内容物が収容される容器本体；前記
容器本体を開閉する容器カバー；および前記容器本体に収容されて前記容器本体の壁面に
密着結合される枠リム部と、前記枠リム部によって支持される端から内側に延長して前記
化粧用内容物を外部から遮蔽する高弾力メッシュ布とを有するメッシュ布蓋；を含むこと
を特徴とする化粧品用コンパクトを提供する。
【０００８】
　ここで、前記メッシュ布蓋の枠リム部は、前記高弾力メッシュ布の端を上部で支持する
上部リング部と、前記上部リングと対称になるように前記高弾力メッシュ布の端を下部で
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支持する下部リング部及び前記下部リングの底面から垂直に延長して前記容器本体の内側
壁面に密着結合される垂直延長リング部が前記高弾力メッシュ布とともに一体にインサー
ト射出成形することができる。
【０００９】
　この時、前記容器本体は化粧用内容物が収容される内部空間をなす内壁と前記内壁と所
定間隔を置いて形成される外壁とを有し、前記垂直延長リング部は前記内壁と前記外壁と
の間に挿入されて密着結合されるようにすることもできる。
【００１０】
　この場合、前記化粧品用コンパクトは前記内壁の上端と前記枠リム部の下部リング部と
の間に介在されて前記化粧用内容物を外部から遮蔽するスポンジ蓋をさらに含むこともで
きる。
【００１１】
　一方、前記容器本体は内壁面部を有し、前記内壁面部は前記垂直延長リング部の厚さ分
の幅を有して円周方向に延長するリング凹溝部が形成され、前記垂直延長リング部は前記
リング凹溝部に密着収容されて内側面が前記容器本体の内壁面部と一致するようにするこ
ともできる。
　この時、前記容器本体は壁面と底面との間にラウンディング処理された媒介曲面からな
るようにすることもできる。
【００１２】
　そして、前記化粧品用コンパクトは前記垂直延長リング部の内側に挿入されて端が前記
枠リム部によって支持されることで前記化粧用内容物を外部から遮蔽するスポンジ蓋をさ
らに含むこともできる。
【００１３】
　一方、前記垂直延長リング部は前記下部リングの内側端部から垂直に延長し、前記容器
本体は内壁面部を有し、前記内壁面部は前記垂直延長リング部の厚さ分の幅を有して円周
方向に延長するリング凹溝部が形成され、前記垂直延長リング部は前記リング凹溝部に密
着収容されて内側面が前記容器本体の内壁面部と一致して、前記容器本体の内壁面部は前
記リング凹溝部と隣り合いさらに大きな半径を有して前記上部リング部と前記下部リング
部を密着収容する第２リング凹溝部が形成されるようにすることもできる。
【００１４】
　また、前記容器本体は開放された枠に沿ってエラストマーチップ部が軸方向に所定の高
さで突出するように形成され、前記容器カバーは枠に沿って前記エラストマーチップ部を
収容するためのチャネル溝部が陥入形成され、前記チャネル溝部の底面に沿っては前記エ
ラストマーチップ部と密着接触するシリコーンシーリング部が形成されるようにすること
もできる。
【００１５】
　また、前記高弾力メッシュ布はスパンデックス糸（ｓｐａｎｄｅｘ糸）とポリエステル
糸（ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ糸）またはナイロン糸（ｎｙｌｏｎ糸）のうちいずれか一つと編
織した布にすることもできる。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように、本発明による詰替容器を含む化粧品用コンパクトによれば、液状化粧料
などの化粧用内容物を既存の多孔性パッドに含浸する形態を超えて直接詰替容器に詰める
ことができるので、詰替容器に収容することができる化粧用内容物を最大化することがで
きる。
【００１７】
　この場合、化粧用内容物は詰替容器の容器本体に密着収容されるメッシュ布蓋の高弾力
メッシュ布にパフ（ｐｕｆｆ）を押しつけることで前記高弾力メッシュ布を通過する化粧
用内容物を前記パフで取り出す形態で使用される。
【００１８】
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　このように高弾力メッシュ布を用いて化粧用内容物を遮蔽させる構造によれば、化粧用
内容物が詰替容器から流れ出る現象を遮断することができ、容器の開放時に化粧用内容物
が外部に直接露出することを遮断することで蒸発量を大きく減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】従来技術による化粧品用コンパクトの開放斜視図である。
【図２】図１の化粧品用コンパクトの結合断面図である。
【図３】本発明の実施例による化粧品用コンパクトの結合斜視図である。
【図４】図３の化粧品用コンパクトから詰替容器を分離した斜視図である。
【図５】図４の詰替容器の開放斜視図である。
【図６】図５の詰替容器からメッシュ布蓋を分離した斜視図である。
【図７】図６のメッシュ布蓋の断面図である。
【図８】図６の詰替容器の本体とメッシュ布蓋が結合した形を示した断面図である。
【図９】図８でスポンジ蓋が追加結合された形を示した断面図である。
【図１０】図７のメッシュ布蓋の変形例であって、詰替容器の本体と結合した形を示した
断面図である。
【図１１】図７のメッシュ布蓋の他の変形例であって、詰替容器の本体と結合された形を
示した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の実施例による化粧品用コンパクト１００は図３に示されたように、上部ケース
１０１とこれにヒンジ結合する下部ケース１０２を含み、プッシュボタン１０３を押す場
合、図４に示されたように、上部ケース１０１が回動して開放することができ、下部ケー
ス１０２の収納部１０２ａに収納されていた詰替容器１０４を前記収納部１０２ａから分
離して取り出すことができる。
【００２１】
　詰替容器１０４は液状、粉末、固体化した粉末などの形態からなる化粧用内容物が収容
される容器本体１１０、該容器本体１１０を開閉する容器カバー１２０を含む。
【００２２】
　容器本体１１０は、図５及び図６に示されたように、上部の開放された枠に沿ってエラ
ストマー（ｅｌａｓｔｏｍｅｒ）チップ部１１１が上下軸方向に所定の高さＨで突出する
ように形成され、これに対応して容器カバー１２０には枠に沿って前記エラストマーチッ
プ部１１１を収容するためのチャネル溝部１２１が陥入形成される。
【００２３】
　この時、チャネル溝部１２１の底面に沿ってはシリコーンシーリング部１２１ａを形成
することでこれに収容されるエラストマーチップ部１１１と密着接触するようにして容器
本体１１０の内部空間の密閉性能を向上することができる。
【００２４】
　容器本体１１０は化粧用内容物が収容される内部空間をなす内壁１１２、該内壁１１２
と所定間隔を置いて形成される外壁１１３を有する。外壁１１３は容器本体１１０の外形
をなす。
　容器本体１１０の内部にはメッシュ布蓋１３０が収容される。
　メッシュ布蓋１３０は、図６及び図７に示されたように、枠リム部１３１とこれによっ
て内側に延長するように支持される高弾力メッシュ布１３２を含む。
【００２５】
　具体的には、枠リム部１３１は高弾力メッシュ布１３２の端を上部で支持する上部リン
グ部１３１ａ、これと対称に下部で前記高弾力メッシュ布１３２の端を支持する下部リン
グ部１３１ｂ、該下部リング部１３１ｂの底面外側端部の近傍から垂直に延長形成される
垂直延長リング部１３１ｃで形成される。
【００２６】
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　このような枠リム部１３１の構造は射出成形で形成されるが、特に射出成形時に上部金
型と下部金型との間に前記高弾力メッシュ布１３２の生地を介在させた状態で上、下部金
型を型締して溶融樹脂を注入するインサート射出成形方式によって一体に形成することが
できる。
【００２７】
　以降、前述した上、下部金型を型開した後、高弾力メッシュ布１３２が枠リム部１３１
の外周面から突出する部分を切り捨てることで枠リム部１３１と高弾力メッシュ布１３２
が一体化した形態のメッシュ布蓋１３０を得ることができる。
【００２８】
　このように成形されたメッシュ布蓋１３０は容器本体１１０に収容時、前記垂直延長リ
ング部１３１ｃが容器本体１１０の内壁１１２と外壁１１３との間に挿入され、図８に示
されたように、密着結合されることで内壁１１２の内側に収容される化粧用内容物がその
結合された隙間に沿って流れ出ないようにする。
【００２９】
　そして、高弾力メッシュ布１３２は化粧用内容物が容器本体１１０外部に直接露出する
ことを遮蔽するようになる。これによって、容器カバー１２０の開放時に高弾力メッシュ
布１３２にパフ（ｐｕｆｆ、図４の１０５）を押しつけることで前記高弾力メッシュ布１
３２を通過する化粧用内容物を前記パフで取り出す形態で使用されるようにすると同時に
、化粧用内容物が蒸発する速度を大きく減らすことができる。
【００３０】
　通常、容器本体１１０に詰められる化粧用内容物は油分と水分を多く含んではいるが、
スキン（ｓｋｉｎ）類または化粧水類と異なり完全に液体ではないクリーム（ｃｒｅａｍ
）類のような粘度が高い液状物質に近いので、高弾力メッシュ布１３２を用いて流出を防
ぐことができる。
【００３１】
　また、化粧用内容物は高弾力メッシュ布１３２を媒介にしてパフ１０５で取り出す方式
で使用されるので、従来のパッド図１及び図２の３４に含浸された液状化粧料をつけて塗
るもののように、高弾力メッシュ布１３２を押す力を調節することで必要なだけ適量を取
り出すこともできる。このような高弾力メッシュ布１３２の材質としてはスパンデックス
糸（ｓｐａｎｄｅｘ糸）とポリエステル糸（ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ糸）を編織したもの、ま
たはスパンデックス糸とナイロン糸（ｎｙｌｏｎ糸）を編織したものなどを用いることが
できる。
【００３２】
　なお、化粧用内容物の流出をさらに防ぐと同時に高弾力メッシュ布１３２を押す時の過
度な変形による損傷を防ぐために、図９に示されたように、内壁１１２の上端と枠リム部
１３１の下部リング部１３１ｂとの間にスポンジ蓋１４０を介在し、その枠部分を前記枠
リム部１３１を押して固定させる。
【００３３】
　このようなスポンジ蓋１４０を追加した構成によれば、容器本体１１０に収容される内
容物が液状化粧料の場合、使用者がパフ（ｐｕｆｆ）を押しつける行為またはコンパクト
１００全体が傾いたり、ひっくり返ったりする現象が発生する場合に前記スポンジ蓋１４
０には液状化粧料が染み込んだ状態となり、スポンジ蓋１４０に染み込んだ液状化粧料は
使用者が使用する時に容器カバー（図５の１２０）を開いてパフを押しつけることで取り
出して塗ることができるようになる。
【００３４】
　また、化粧用内容物は高弾力メッシュ布１３２及びスポンジ蓋１４０をパフ１０５で取
り出す方式で使用されるので、従来のパッド（図１及び図２の３４）に含浸された液状化
粧料を取り出して塗るものと同様の使用量を示すことができる。
　一方、スポンジ蓋１４０は上面端部分が枠リム部１３１の下部リング部１３１ｂの底面
に接着剤などで接着する形態で提供することもできる。
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【００３５】
　図９において、容器本体１１０は内壁１１２と底面部１１３との間にラウンディング処
理された媒介曲面１１４が形成されることで容器本体１１０の内部収容空間をなす壁面が
曲面で形成されるようにする。これにより、容器本体１１０に収容される化粧用内容物が
高弾力メッシュ布１３２を通じてパフで取り出すことができない部分、すなわち隅々にた
まるようになる部分を最小化することができる。
【００３６】
　図１０は前述したメッシュ布蓋と容器本体の変形例であって、容器本体２１０は単一か
らなる壁面部２１２の上端部に円周方向に延長するリング凹溝部２１２ａが形成されるこ
とで図示されたように垂直延長リング部２３１ｃが密着するように収容されるようにする
。
【００３７】
　したがって、リング凹溝部２１２ａは垂直延長リング部２３１ｃの厚さｔ分の幅を有し
てその分容器本体２１０の壁面部２１２とは段差２１２ｂをなすようになる。リング凹溝
部２１２ａに密着収容される垂直延長リング部２３１ｃの末端面２３１ｃ－１は前記段差
２１２ｂに密着する。
【００３８】
　結果的に、リング凹溝部２１２ａに密着収容される垂直延長リング部２３１ｃの内側面
２３１ｃ－２は容器本体２１０の壁面部２１２と一致して滑らかに連結する曲面をなす。
【００３９】
　また、容器本体２１０は壁面部２１２と底面部２１３との間にラウンディング処理され
た媒介曲面２１４が形成されることで容器本体２１０の内部収容空間をなす壁面が曲面で
形成されるようにする。
【００４０】
　これにより、容器本体２１０に収容される化粧用内容物が高弾力メッシュ布２３２を通
じてパフで取り出すことができない部分、すなわち隅々にたまるようになる部分を最小化
することができる。
【００４１】
　そして、スポンジ蓋２４０がメッシュ布蓋２３０の下部リング部２３１ｂの底面で支持
される構成であって、これによって容器本体２１０の内部はスポンジ蓋２４０とメッシュ
布２３２によって２重に遮蔽される構造を採る。
　この時、スポンジ蓋２４０の支持構成はその端の上面を下部リング部２３１ｂの底面に
接着させることで達成することができる。
【００４２】
　図１１はメッシュ布蓋と容器本体の他の変形例であって、メッシュ布蓋３３０は高弾力
メッシュ布３３２の端を上部で支持する上部リング部３３１ａ、これと対称に下部で前記
高弾力メッシュ布３３２の端を支持する下部リング部３３１ｂ、該下部リング部３３１ｂ
の内側端部から垂直に延長形成される垂直延長リング部３３１ｃで形成される。
【００４３】
　これに対応して、容器本体３１０の壁面部３１２には前述した垂直延長リング部３３１
ｃの厚さ分の幅を有して円周方向に延長するリング凹溝部３１２ａが形成されて壁面部３
１２とは段差３１２ｂをなすことで垂直延長リング部３３１ｃを密着するように収容し、
その末端面３３１ｃ－１が前記段差３１２ｂに密着して内側面３３１ｃ－２が容器本体３
１０の壁面部３１２と一致するようにする。
　なお、容器本体３１０の壁面部３１２には前記のようなリング凹溝部３１２ａの上部に
さらに大きな半径からなる第２リング凹溝部３１２ｃが形成される。
　第２リング凹溝部３１２ｃには上部リング部３３１ａと下部リング部３３１ｂが密着収
容される。
【００４４】
　また、容器本体３１０は壁面部３１２と底面部３１３との間にラウンディング処理され
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が曲面で形成されるようにする。
【００４５】
　これにより、容器本体３１０に収容される化粧用内容物が高弾力メッシュ布３３２を通
じてパフで取り出すことができない部分、すなわち隅々にたまるようになる部分を最小化
することができる。
【００４６】
　一方、以上で説明した化粧品用コンパクト１００など及びその構成要素は本発明の理解
を促すための実施例に過ぎないので、本発明の権利範囲ないし技術的範囲が前記説明に限
定されるものではないことを理解されたい。
　本発明の権利範囲ないし技術的範囲は後述する特許請求の範囲及びその均等範囲によっ
て定められる。
【符号の説明】
【００４７】
　１００　　化粧品用コンパクト
　１０１　　上部ケース
　１０２　　下部ケース
　１０３　　プッシュボタン
　１０４　　詰替容器
　１０５　　パフ（ｐｕｆｆ）
　１１０　　容器本体
　１１１　　エラストマーチップ部
　１１２　　内壁
　１１３　　外壁
　１２０　　容器カバー
　１２１　　チャネル溝部
　１２１ａ　　シリコーンシーリング部
　１３０　　メッシュ布蓋
　１３１　　枠リム部
　１３１ａ　　上部リング部
　１３１ｂ　　下部リング部
　１３１ｃ　　垂直延長リング部
　１３２　　高弾力メッシュ布
　１４０　　スポンジ蓋
　２１２　　内壁面部
　２１２ａ　　リング凹溝部
　２１２ｂ　　段差
　２１３　　底面部
　２１４　　媒介曲面
　２３１ｄ　　曲面部
　３１２ａ　　リング凹溝部
　３１２ｃ　　第２リング凹溝部
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